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はじめに

そろそろプログラミングというものがつかめてきまし

たか？つかめてきたという方は復習として、まだつかめ

ないという方は練習としてこの連載にお付き合いくださ

い。

今回からは、イメージビューワを作成します。Visual

Basic（以下VB）のプログラミングは、いろいろなフォ

ームや標準モジュールを作成したり、カスタムコントロ

ールを使ったりすることで、高度なプログラムを比較的

簡単に作成することができます。今回は、いろいろなフ

ォームや標準モジュールをプロジェクトに追加してプロ

グラムを作成します。

プログラムを構成する
ファイル

まずはおさらいとして、VBプログラムの元となるソー

スファイルを確認してみましょう。まず最初に「.frm」

という拡張子をもつファイルです。これは、フォームに

関する情報をもつファイルです。.frmファイルはグラフ

ィカルなフォームの情報すべてを、文字として含んでい

ます。一度.frmファイルをメモ帳などで開いてみましょ

う。結構よい勉強になるはずです。

しかし、フォーム上に貼った画像やフォームに指定し

たアイコンは文字では表現できません。これら文字以外

の情報は、「.frx」という拡張子をもつファイルに含まれ

ているのです。この.frxファイルは、.frmファイルと1対

1で存在しますが、文字だけで表現しきれるフォームの

場合は.frmファイルしか存在しません。

では、これら以外にどんなファイルが存在するのでし

ょうか？まず、どのようなものによってプログラムが構

成されているかを示す「.vbp」という拡張子をもったフ

ァイルが存在します。この他、フォームをもたずにコー

ド情報だけの「.bas」という拡張子をもつファイルなど

が存在します。

このように、さまざまなファイルからVBのプログラム

は構成されており、コンパイル作業によってひとつの
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「.exe」として作成されるのです。

今回は、複数のフォームや標準モジュール（前述した

「.bas」という拡張子をもつファイル）、外部機能の塊で

あるカスタムコントロール（OCX）などを追加してプロ

グラムを作成します。

プログラム作成の準備

ではVBを起動して、新規のプロジェクトを作成して

ください。「新しいプロジェクト」ダイアログで［標準

EXE］を選択します。

デザイン画面が開いたら、まずフォームモジュールを

追加します。フォームモジュールの追加は、VBのメイン

メニューから、［プロジェクト］-［フォームモジュール

の追加］を選択します。すると、図1のようなダイアロ

グが表示されますので、作成するフォームモジュールに

最適なものを選択します。まったく新しく作成するなら

ば［フォームモジュール］を選択しますし、ベースとな

るフォームを流用し、変更して使うのであれば、それに

合ったフォームを選択します。今回は、単純なフォーム

である「フォームモジュール」（Form2.frm）と「バージ

ョン情報」（frmAbout.frm）を追加します。

続いて、標準モジュール（Module1.bas）も追加しま

す。標準モジュールの追加は、VBのメインメニューから

［プロジェクト］-［標準モジュールの追加］を選択しま

す（図2）。するとプロジェクトエクスプローラは図3の

ような表示になります。

■土台となるフォーム

まずは、追加したバージョン情報のフォームである

「frmAbout.frm」を開いてみましょう。開くとわかるよ

うに、よく使うであろう形でかなりの部分があらかじめ

作成されています（図4）。今後のプログラム作成のため
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図1：フォームモジュールの追加 図2：標準モジュールの追加

図3：モジュールが追加されたプロジェクトエクスプローラ

図4：バージョン情報フォーム




